生物工学先端セミナーのご案内

日時：平成21年8月4日（火）午後1時30分～2時30分
場所：広島大学先端物質科学研究科4F402N講義室
（〒739-8530　東広島市鏡山1-3-1）
講師：山田 守 教授（山口大学）
演題：微生物のプログラム死：大腸菌の定常期初期に起こるシグマE依存性溶菌
世話人：加藤純一（広島大学大学院先端物質科学研究科　Tel: 082-424-7757）
参加費：無料


【要旨】プログラム細胞死（PCD）は、個体の恒常性維持のためや発生あるいは分化の過程で起こる、積極的な異常細胞や不要細胞の排除機構として広く認知されている。このようにPCDは多細胞生物特有の機構と考えられてきたが、最近、原核生物や単細胞真核生物においてもPCDの存在が明らかになってきている。我々は大腸菌の増殖定常期初期に起こる溶菌を見出し、これがこれまで知られていなかったPCDであると推測している。大腸菌細胞は定常期初期にその多くがコロニー形成能力を失う（VBNC）が、その後、残りのコロニー形成細胞数を保持する。同時期にシグマE遺伝子（rpoE）の発現が高まるが、さらにその発現を高めるとVBNC細胞のほとんどは溶菌へと導かれる。本セミナーでは、このシグマE依存性PCDカスケードについて紹介する。（化学と生物　46:550-556, 2008)
